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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公表番号】特表2011-520032(P2011-520032A)
【公表日】平成23年7月14日(2011.7.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-028
【出願番号】特願2011-504958(P2011-504958)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  21/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/04     (2006.01)
   Ｆ２８Ｆ  21/08     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  21/00    　　　Ｅ
   Ｃ２２Ｃ  21/00    　　　Ｊ
   Ｃ２２Ｆ   1/04    　　　Ｂ
   Ｃ２２Ｆ   1/04    　　　Ｚ
   Ｆ２８Ｆ  21/08    　　　Ｂ
   Ｆ２８Ｆ  21/08    　　　Ｃ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６０５　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６０１　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６２３　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６２６　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６０２　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６２７　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６３０Ｍ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６５１Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６３０Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６３０Ｇ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６５０Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６５０Ｄ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８３　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８５Ｚ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８６　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８４Ｚ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９４Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９４Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月20日(2011.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のアルミニウム合金のコア層及び第２のアルミニウム合金のバリア層を具えるろう
付用サンドイッチ材であって、
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　前記第１のアルミニウム合金が、重量％において、０．８～２％のＭｎ、１．０％以下
のＭｇ、０．３～１．５％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．３％
以下のＺｒ、１．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％
以下のＳｎ及び０．７％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５%以下
の各々の不可避的不純物からなるコア層を構成し、
　前記第２のアルミニウム合金が、重量％において、０．２％以下の（Ｍｎ＋Ｃｒ）、１
．０％以下のＭｇ、１．５％以下のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．２％以下のＺｒ、０
．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及び
１．５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不可避
的不純物からなるバリア層を構成し、
　前記バリア層は、前記サンドイッチ材の、他のコンポーネントにろう付される側の、前
記サンドイッチ材の最外層であり、
　前記サンドイッチ材をろう付温度に加熱した後の前記バリア層が、表面と平行に５０ミ
クロンよりも粗大な粒径での再結晶化構造を示す
ことを特徴とするサンドイッチ材。
【請求項２】
　第１のアルミニウム合金のコア層と、第２のアルミニウム合金のバリア層と、ろう付ク
ラッドと、を具えるろう付用サンドイッチ材であって、
　前記第１のアルミニウム合金が、重量％において、０．８～２％のＭｎ、１．０％以下
のＭｇ、０．３～１．５％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．３％
以下のＺｒ、１．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％
以下のＳｎ及び０．７％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下
の各々の不可避的不純物からなるコア層を構成し、
　前記第２のアルミニウム合金が、重量％において、０．２％以下の（Ｍｎ＋Ｃｒ）、１
．０％以下のＭｇ、１．５％以下のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．２％以下のＺｒ、０
．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及び
１．５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不可避
的不純物からなるバリア層を構成し、
　前記サンドイッチ材をろう付温度に加熱した後の前記バリア層が、表面と平行に５０ミ
クロンよりも粗大な粒径での再結晶化構造を示す
ことを特徴とするサンドイッチ材。
【請求項３】
　前記コア層が、重量％において、０．８～２％のＭｎ、１．０％以下のＭｇ、０．５～
０．９％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．３％以下のＺｒ、１．
３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及び０
．７％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不可避的
不純物からなる合金から構成されることを特徴とする、請求項１又は２に記載のサンドイ
ッチ材。
【請求項４】
　前記コア層が、重量％において、０．８～２．０％のＭｎ、１．０％以下のＭｇ、０．
５～０．９％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．２％以下のＺｒ、
０．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及
び０．３５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不
可避的不純物からなることを特徴とする、請求項１又は２に記載のサンドイッチ材。
【請求項５】
　前記コア層が、重量％において、１．０～１．７％のＭｎ、１．０％以下のＭｇ、０．
５～０．９％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．２％以下のＺｒ、
０．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及
び０．３５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不
可避的不純物からなることを特徴とする、請求項１又は２に記載のサンドイッチ材。
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【請求項６】
　前記バリア層が、重量％において、０．２％以下の（Ｍｎ＋Ｃｒ）、１．０％以下のＭ
ｇ、０．０４～０．９％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．２％以下のＺｒ、０．３％以
下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及び１．５％
以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不可避的不純物
からなる合金であることを特徴とする、請求項１又は２に記載のサンドイッチ材。
【請求項７】
　前記バリア層が、重量％において、０．２％以下の（Ｍｎ＋Ｃｒ）、１．０％以下のＭ
ｇ、０．０４～０．９％のＳｉ、０．１～０．２％のＴｉ、０．２％以下のＺｒ、０．３
％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及び１．
５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不可避的不
純物からなる合金であることを特徴とする、請求項１又は２に記載のサンドイッチ材。
【請求項８】
　前記コア層が、重量％において、１．０～１．７％のＭｎ、０．３％以下のＭｇ、０．
５～０．９％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．２％以下のＺｒ、
０．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及
び０．３５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５%以下の各々の不
可避的不純物からなり、
　前記バリア層は、０．２％以下の（Ｍｎ＋Ｃｒ）、０．３％以下のＭｇ、より好ましく
は０．１５～０．３％のＭｇ、０．０４～０．９％のＳｉ、０．１～０．２％のＴｉ、０
．２％以下のＺｒ、０．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０
．１％以下のＳｎ及び１．５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５
％以下の各々の不可避的不純物からなる合金であることを特徴とする、請求項２に記載の
サンドイッチ材。
【請求項９】
　前記コア層が、重量％において、１．０～１．７％のＭｎ、０．０５％以下のＭｇ、０
．５～０．９％のＳｉ、０．３％以下のＴｉ、０．３％以下のＣｒ、０．２％以下のＺｒ
、０．３％以下のＣｕ、０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ
及び０．３５％以下の（Ｆｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５%以下の各々の
不可避的不純物からなり、
　前記バリア層は、０．２％以下の（Ｍｎ＋Ｃｒ）、０．０５％以下のＭｇ、０．０４～
０．９％のＳｉ、０．１～０．２％のＴｉ、０．２％以下のＺｒ、０．３％以下のＣｕ、
０．５％以下のＺｎ、０．２％以下のＩｎ、０．１％以下のＳｎ及び１．５％以下の（Ｆ
ｅ＋Ｎｉ）を含有し、残部がＡｌ及び０．０５％以下の各々の不可避的不純物からなる合
金であることを特徴とする、請求項１又は２に記載のサンドイッチ材。
【請求項１０】
　前記コア材料の各側に配置された、第１のアルミニウム合金のコア層と、第２のアルミ
ニウム合金の２層のバリア層とで構成される、請求項１～９のいずれか一項に記載のサン
ドイッチ材。
【請求項１１】
　ろう付後のコア層が、再結晶化されていない又は部分的な再結晶化構造を示すことを特
徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載のサンドイッチ材。
【請求項１２】
　ろう付後のサンドイッチ材が、３００℃で引張荷重Ｒ＝０．１を伴う１００万負荷サイ
クルで、４０ＭＰａよりも高い疲労強度を示すことを特徴とする請求項１～１１のいずれ
か一項に記載のサンドイッチ材。
【請求項１３】
　熱間圧延の前のバリア層が、２００℃～５００℃の温度で前記コア層の最大変形抵抗の
少なくとも４０％の変形抵抗を示し、ろう付温度へ加熱される間に再結晶化されることを
特徴とする、請求項２～８及び請求項１０～１２のいずれか一項に記載のサンドイッチ材
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。
【請求項１４】
　請求項１、請求項３～７及び請求項９～１２に記載のろう付用サンドイッチ材の製造方
法であって、
　前記第１のアルミニウム合金のコア層を構成する第１の層を提供するステップと、
　前記コア層の少なくとも第１の表面上に、前記第２のアルミニウム合金のバリア層を構
成する少なくとも一つの層を配置するステップと、
　２００℃～５００℃の温度で前記層を圧延するステップと、
を含むことを特徴とする製造方法。
【請求項１５】
　請求項２～８のいずれか一項に記載のろう付用サンドイッチ材の製造方法であって、
　前記第１のアルミニウム合金のコア層を構成する第１の層を提供するステップと、
　前記コア層の少なくとも第１の表面上に、前記第２のアルミニウム合金のバリア層を構
成する少なくとも一つの層を配置するステップと、
　前記第２のアルミニウム合金の少なくとも第１の表面上に、ろう付材料の少なくとも一
つの層を配置するステップと、
　２００℃～５００℃の温度で前記層を圧延するステップと、
を含むことを特徴とする製造方法。
【請求項１６】
　任意に冷間圧延を行うステップと、
　再結晶化アニールを行うステップと、
　５～２０％の低減、好ましくは７～１４％の低減を伴う冷間圧延を行うステップと
を含むことを特徴とする請求項１４又は１５に記載の製造方法。
【請求項１７】
　熱間圧延の前のバリア層が、２００℃～５００℃の温度で前記コア層の最大変形抵抗の
少なくとも４０％の変形抵抗を示し、ろう付温度へ加熱される間に再結晶化されることを
特徴とする、請求項１５又は１６に記載の製造方法。
【請求項１８】
　前記バリア層が圧延表面と平行に５０ミクロンよりも粗大な粒径での再結晶化構造を示
すことを特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載のサンドイッチ材で構成される
、ろう付製品。
【請求項１９】
　変形され、再結晶化されていない又は部分的に再結晶化された構造を有し、室温で少な
くとも６５ＭＰａの降伏強度Ｒｐ０，２を有するコア層を具えるサンドイッチ材から構成
されることを特徴とする、請求項１８に記載のろう付製品。
【請求項２０】
　熱交換器が、変形され、再結晶化されていない又は部分的に再結晶化された構造を有し
、２００℃で少なくとも６５ＭＰａの降伏強度Ｒｐ０，２を有するコア層を具えるサンド
イッチ材を具えた給気冷却器であることを特徴とする、請求項１８に記載のろう付製品。
【請求項２１】
　変形され、再結晶化されていない又は部分的に再結晶化された構造を有し、３００℃で
少なくとも５０ＭＰａの降伏強度Ｒｐ０，２を有するコア層を具えるサンドイッチ材から
構成されることを特徴とする、請求項１８に記載のろう付製品。
【請求項２２】
　前記ろう付製品が熱交換器であり、好ましくは給気冷却器であることを特徴とする、請
求項１８～２１のいずれか一項に記載のろう付製品。
【請求項２３】
　１５０℃を超える動作温度、或いは２００℃を超える動作温度、或いは２５０℃を超え
る動作温度において、請求項１９～２１のいずれか一項に記載のろう付製品を使用する方
法。
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